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名大さんが行く 27

　イランからの留学生、Marjanさんの研究テーマは、主に中高生の子どもた

ちの交通行動。このテーマを選んだきっかけは、SDGsのターゲット11.2や

国連の子どもの権利条約を知ったからだと言います。生活の中でさまざまな

交通手段を利用して行動する子どもたち。それが生活の質（QOL）にどんな

影響を与えるのか、日本の農村部において調査したいと考えています。調査

方法としては、フォーカス・グループ・ディスカッション、アンケート調査、旅行

日誌による交通パターンの収集などを用いています。

　もともと日本への留学に強いイメージはなかったと言うMarjanさん。けれ

どもこの学際的な研究を掘り下げるための指導教官を探していたところ、出

会ったのが加藤博和先生。

　「受け入れてもらってラッキーでした。来日して環境学研究科のことを知

り、ほかの学際的・横断的な研究にも携わることができました」。この2年間

でさまざまな分野の知識を深め、多くのことを学び、研究とともに自分自身も

成長したとMarjanさん。それこそが研究の醍醐味だと言います。

　Marjanさんの日常に溶け込む研究室、自転車で出かける鶴舞公園、住ん

でいる町の何気ない風景、充実した留学生活を満喫する一方、将来につい

ては「人生は一度きり。研究は続けますが、将来はどこに行くか・・・。居心地

のいい場所から抜け出して未知の場所、未知の出会いを求めていきたい」。

でも今は、研究室での仲間との議論や、その後も夜中まで続いたおしゃべり

の時間が再び訪れることを願っています。

Marjan Khaleghiさん
都市環境学専攻　博士後期課程　2年
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編集後記●
　環境学研究科は、留学してきた学生自身が「こんなに留学生がいるとは思わなかった」と言うほど国際色豊かで、日本人学生もよい
刺激を受けているように思います。今回の特集「環境学の国際展開」では、教育と研究それぞれの側面から国際化の様相に触れてみ
ました。新型コロナウィルスの影響で他国との行き来もままならなくなっている渦中ですが、環境学の対象が極めてグローバルであり、
今後のウィズコロナ、アフターコロナ社会の持続可能性を考える上でも、国際的な繋がりの中での教育・研究が不可欠であることを改
めて実感しました。ご協力いただきました先生方、どうもありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　   （井料 美帆）

【環・39号　広報委員会】　
井料 美帆（環３9号編集委員長）

室井 研二（広報委員長）

淺原 良浩

坂井 亜規子
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特集●環境学の国際展開
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　2019年12月、日本社会や環境問題への留学生の理解を深めるため、国際室の主
催によるスタディツアー、“Thinking of Environment and Sustainability From the 
Past and Present of Yokkaichi City”を実施した。
　「四日市公害と環境未来館」では、四日市の公害の発生と地域住民の苦労、そして
公害を乗り越え環境都市をつくり上げてきた歴史を中心にレクチャーを受け、展示を見
た。四日市公害について知識が不十分な留学生にも、地域社会で起こった苦労、地域
の人々が起こした解決策を知る貴重な経験となった。その後のワークショップでは、各留
学生の国それぞれが抱える問題と地域問題を結び付けてより深く意見交換ができた。こ
のスタディツアーは、留学生たちにとって、公害問題は四日市だけの問題ではなくグロー
バルで類似する問題だということを認識する機会になった。
　ツアーの最後に四日市港ポートビルから美しい夜景を眺めた。勉強会で地域の被害
や地元の人々の痛みを理解したことで、眼下に広がる景色の裏側に、多くの人々の努
力や葛藤があったことが多くの留学生の心に深く刻まれたようだった。また、見学だけで
なく国籍や専攻を越えて多様な学生と意見交換する機会もあったので、このスタディツ
アーを毎年環境学の必修コースとして実施してほしいという声も多く届いた。
　スタディツアー終了後、留学生たちが撮影した四日市コンビナートの夜景の写真コン
テストが行われた。表紙の写真はコンテストで1位を獲得したLai Penの作品である。

国際教育交流センター 教育交流部門 環境学研究科 留学生担当・国際化推進担当
　Chun Sohyun（ジョン ソヒョン） 講師

国際機構 特任准教授
（地球環境科学専攻兼任）
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日仏中三大学合同建築・
都市設計ワークショップ担当

小松 尚
都市環境学専攻 准教授
国際環境人材育成プログラム

（NUGELP）・
G30環境土木工学プログラム担当

井料 美帆（司会）横山 智
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環境問題と国際教育

環境学研究科には多様な国籍の留学生が在籍し、国際教育プログラムも充実してきている。
環境学の国際教育の今と、さらなる推進に向けて何が求められるのか―。
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博士（理学）。専門は文化地理学。
主に東南アジア地域の農山村部の
生業変化に関する研究を長く実施
している。また近年は，世界各地の
伝統的発酵食の地域間比較研究
も実施する。

横山 智 よこやま さとし

博士（工学）。一級建築士。専門は建
築計画。公共建築、特に地域共創型
の学校建築に関する計画・運営の教
育・研究とともに、各地で実践を指
導。最近は公共図書館や空き家・空
き施設の管理・活用をまちづくりの
視点から研究。
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交
流
協
定
に
基
づ
き
都
市
環
境

学
専
攻
建
築
コ
ー
ス
と
の
間
で
始
ま

る
。
2
0
1
5
年
よ
り
天
津
大
学
建
築

学
院
が
参
加
。
毎
年
4
月
に
名
大
、
9

月
に
パ
リ
で
実
施
。
3
大
学
で
混
成
チ

ー
ム
を
組
ん
で
、
対
象
地
区
の
都
市
デ

ザ
イ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
防
災
や
環
境

保
全
な
ど
幅
広
い
視
点
か
ら
調
査
、
検

討
、
議
論
を
経
て
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
。
学
生
た
ち
は
こ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
言
葉
の
壁

を
越
え
て
共
同
で
設
計
す
る
可
能
性
を

実
感
す
る
。
期
間
は
テ
ー
マ
に
関
す
る

各
校
で
の
事
前
調
査
、
分
析
が
約
1
ヶ

月
、
対
面
式
の
Ｗ
Ｓ
は
約
1
週
間
。

大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業

（
通
称
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
セ
ア
ン
）

A
S
E
A
N
諸
国
等
の
大
学
と
の
間

で
、
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
や
外
国

人
学
生
の
戦
略
的
受
け
入
れ
を
行
う
、

質
の
保
障
を
伴
っ
た
教
育
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
名
古
屋
大
学
は
2
0
1
6
年
、

A
S
E
A
N
と
日
本
を
繋
ぐ
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
基
礎
人
材
」

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
、
経

済
、
法
学
、
国
際
開
発
な
ど
6
研
究
科

と
2
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
立
大
学
、
ハ
ノ
イ
法
科
大
学
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
王
立
農
業
大
学
な
ど
5
か
国
7

大
学
と
連
携
。
単
位
の
相
互
互
換
、
成

績
管
理
等
質
の
保
証
を
伴
っ
た
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
。
環
境
学
研
究

科
は
ラ
オ
ス
国
立
大
学
と
実
施
。

小松 尚 こまつ ひさし

違
い
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
官
公
庁
で
出
世
し

よ
う
と
す
る
と
ド
ク
タ
ー
が
絶
対
必
要
で

す
。
で
す
か
ら
仕
事
を
し
な
が
ら
ド
ク
タ
ー

コ
ー
ス
を
学
べ
る
の
は
本
当
に
レ
ア
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
提
供
し
て
い
る
国
の
方
々
に
は

す
ご
く
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
環
境
学

研
究
科
が
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
ラ
オ
ス
と

モ
ン
ゴ
ル
で
す
が
、
感
じ
る
の
は
非
常
に
学

ぶ
意
欲
が
高
い
こ
と
で
す
。

井
料　

普
通
、
30
歳
半
ば
で
仕
事
を
続
け
な
が

ら
ド
ク
タ
ー
を
と
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と

思
う
ん
で
す
が
。

横
山　

ラ
オ
ス
も
モ
ン
ゴ
ル
も
、
か
つ
て
の
エ
リ

ー
ト
は
ソ
連
や
東
ド
イ
ツ
、
東
欧
の
社
会
主
義

国
に
国
費
留
学
し
ド
ク
タ
ー
を
と
っ
て
省
庁
の

幹
部
に
な
る
の
が
ル
ー
ト
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

れ
が
80
年
代
後
半
に
社
会
主
義
の
体
制
が
壊
れ

西
側
の
援
助
が
入
り
、
西
側
諸
国
に
留
学
す
る

と
い
う
道
が
開
け
て
き
た
。
た
だ
、
現
在
の
30

代
半
ば
か
ら
40
代
の
人
は
ち
ょ
う
ど
狭
間
で
社

会
主
義
国
に
も
西
欧
諸
国
に
も
行
け
な
か
っ
た

世
代
だ
と
思
う
ん
で
す
。

井
料　

そ
う
い
う
意
味
で
は
ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
需
要
の
あ
る
所
に
う
ま
く
マ
ッ

チ
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ん
で
す
ね
。

横
山　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
名
大
で
学
位

を
取
得
し
た
途
上
国
出
身
の
卒
業
生
の
中
に

は
、
大
臣
や
副
大
臣
に
な
っ
て
い
た
り
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
立
大
学
の
学
長
に

な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
実
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
狙
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
よ

う
と
し
て
い
る
国
の
、
特
に
幹
部
候
補
に
名
古

屋
大
学
で
学
位
を
取
得
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
名
古
屋
大
学
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
上
げ

よ
う
と
い
う
こ
と
も
意
図
し
て
い
ま
す
。

井
料　

大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
＊2
も
ラ

オ
ス
で
や
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

横
山　

こ
れ
は
現
地
の
大
学
と
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
環
境
学
の
場
合
、
相
手

は
ラ
オ
ス
国
立
大
学
で
す
。
2
0
1
3
年
度
に

終
了
し
た
G
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
球
学
の

基
礎
・
臨
床
環
境
学
へ
の
展
開
」
が
ラ
オ
ス
で

行
っ
て
い
た
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（O

n-site
R
esearch 

Training

）
を
継
続
す
る
形
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
し
て
い
ま
す
。
時
限
付
き
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
の
で
、
こ
の
後
の
予
算
措
置
は
あ
り
ま

せ
ん
。
継
続
性
の
点
で
は
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
日
本
の
学
生
に
と
っ
て
は
非
常
に
良
い
内

容
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
参
加
者
は
全
員
、
地
球
環
境
科
学
専
攻
の
学

生
で
す
。
〝
地
球
〞
の
学
生
が
ラ
オ
ス
に
行
っ

て
、
自
分
の
専
門
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
農

村
を
調
査
す
る
。
去
年
も
そ
の
前
も
そ
う
で
し

た
。
ま
さ
に
環
境
学
が
め
ざ
す
横
断
型
の
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

井
料　

日
仏
中
三
大
学
の
合
同
建
築
・
都
市
設

計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＊3
も
、
も
う
10
年
続
い
て

い
る
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
10
年
の
経
験
を

通
じ
て
学
生
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
得
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
か
。

小
松　

な
ぜ
10
年
続
い
た
か
を
考
え
る
と
、
ま

ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
の
学
生
に
と
っ
て
日
本

の
建
築
デ
ザ
イ
ン
は
と
て
も
魅
力
的
な
ん
で
す

よ
。
世
界
的
ス
タ
ー
の
建
築
家
も
何
人
も
い
る

し
、
そ
の
作
品
を
見
た
い
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
手

法
や
思
想
を
知
り
た
い
。
そ
れ
を
入
口
に
、
名

古
屋
大
学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
来
る
と
い
う
の

が
一
つ
。
日
本
人
の
学
生
が
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
の

も
同
じ
よ
う
な
理
由
で
す
ね
。
次
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
生
は
別
の
国
で
あ
る
期
間
学
ぶ
こ
と
が
制

度
化
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
時
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
じ
ゃ
な
く
てN

U
PA
CE

（
名
古
屋
大
学
短
期

交
換
留
学
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
来
た
り
す

る
。
彼
ら
は
、
修
士
論
文
の
最
初
の
サ
ー
ベ
イ
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
受
入
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ま
と

め
る
レ
ポ
ー
ト
）
で
や
り
た
い
と
。
そ
れ
は
い
い

サ
イ
ク
ル
で
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
防
災
、
人
口
減

少
な
ど
建
築
や
都
市
の
社
会
背
景
に
関
心
を
持

つ
学
生
も
一
定
人
数
い
て
、
そ
れ
に
応
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
学
生
に
と
っ
て
は
、
今
ま
で
学
ん
で

き
た
こ
と
を
相
対
化
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
日
本
で
学
ん
だ
日
本
の
都
市
や

建
築
の
見
方
が
、
文
化
圏
が
変
わ
っ
た
と
き
に

同
じ
よ
う
に
通
じ
る
か
と
い
う
と
そ
う
じ
ゃ
な

い
。
自
分
が
今
ま
で
学
ん
で
き
た
知
識
や
技
法

で
は
な
か
な
か
解
け
な
い
、
も
し
く
は
共
有
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
学
ぶ
。
す
ぐ
に
答
え
は
出
な
い
で
し
ょ
う

が
、
そ
れ
を
知
る
の
は
非
常
に
大
事
な
こ
と

で
、
そ
れ
が
な
い
と
本
当
の
問
い
が
生
ま
れ
て

こ
な
い
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
や
は

り
日
本
の
中
で
は
な
か
な
か
た
ど
り
着
け
な
い

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
に
意
味
が
あ
る
と
信
じ

て
や
っ
て
き
ま
し
た
し
、
そ
れ
は
学
生
の
間
で

も
代
々
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

井
料　

マ
ー
ク
先
生
、
Ｇ
30　
の
留
学
生
は
ど

う
で
す
か
。

M
a
rc　

日
本
人
学
生
と
留
学
生
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
は
、
N
U-

E
M
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ご
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
は
日
本
人
学
生
が
G
30

の
コ
ー
ス
を
受
講
し
や
す
く
す
る
た
め
の
も
の

で
、
日
本
人
学
生
が
留
学
生
と
接
点
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
英
語
で
の
授
業
も
受
け
ら
れ
る
、

と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

E
M
I
に
は
英
語
で
学
ぶ
日
本
人
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
し
く
み
が
あ
り
ま
す
。
私
は
日
本

人
が
在
籍
し
て
い
る
コ
ー
ス
を
教
え
て
い
た
の

で
す
が
、
日
本
人
学
生
が
英
語
に
つ
い
て
い
け

な
い
と
き
に
、
教
師
は
チ
ュ
ー
タ
ー
（
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
を
一
人
選
ん
で
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常

に
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
英
語
授
業

を
留
学
生
が
日
本
人
学
生
と
1
対
1
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

井
料　

日
本
人
学
生
は
留
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
刺
激
を
受
け
る
で
し
ょ
う
ね
。

M
a
rc　

E
M
I
の
開
始
で
G
30
の
英
語
授
業

を
受
講
す
る
日
本
人
学
生
が
劇
的
に
増
え
ま
し

た
。
か
な
り
人
気
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

今
は
海
外
に
行
け
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
予

想
外
に
増
え
て
い
ま
す
。
E
M
I
は
当
初
は
学

部
の
コ
ー
ス
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は

日
本
留
学
の
入
口
と
し
て
の

国
際
建
築
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

G
30
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

急
増
す
る
日
本
人
学
生

博士（工学）。専門は交通工学。特
に歩行者交通の安全性や快適性
を重視した道路構造や交通制御に
ついて研究。国際環境人材育成プ
ログラムをはじめとする土木系国際
プログラムの運営を担当。

井料 美帆 いりょう みほ

博士(理学)。地質学者。研究分野は
古生物学と堆積学。特に、サンゴ礁
の化石からサンゴ礁の発達と海面
変化・気候変動との関係を研究して
いる。G30プログラムの地球科学
関係のコースを担当。

Marc HUMBLET
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博士（理学）。専門は文化地理学。
主に東南アジア地域の農山村部の
生業変化に関する研究を長く実施
している。また近年は，世界各地の
伝統的発酵食の地域間比較研究
も実施する。

横山 智 よこやま さとし

博士（工学）。一級建築士。専門は建
築計画。公共建築、特に地域共創型
の学校建築に関する計画・運営の教
育・研究とともに、各地で実践を指
導。最近は公共図書館や空き家・空
き施設の管理・活用をまちづくりの
視点から研究。

ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
学
院

博
士
の
学
位
取
得
を
希
望
す
る
ア
ジ
ア

諸
国
の
政
府
幹
部
職
員
、
大
学
教
員
、

国
際
機
関
職
員
等
を
対
象
と
し
た
博
士

課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
2
0
2
0
年
現

在
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
が
設
置
さ
れ
、
環
境
学

研
究
科
を
含
む
6
研
究
科
が
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
と
教
員
の
現
地
へ
の
派
遣
、
そ

し
て
名
大
で
の
定
期
的
な
ス
ク
ー
リ
ン

グ
に
よ
り
研
究
指
導
を
行
う
。
当
該
国

の
要
職
に
就
い
て
い
る
意
識
の
高
い
人

材
に
対
し
て
、
長
期
に
職
場
を
離
れ
る

こ
と
な
く
、
博
士
の
学
位
取
得
の
機
会

を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

名
古
屋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
30

（
G
30
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
籍
に
関
係
な
く
外
国
の
教
育
制
度
に

基
づ
い
た
教
育
を
受
け
て
き
た
学
生
を

対
象
に
、
英
語
の
講
義
の
み
で
卒
業
単

位
を
取
得
で
き
る
。
名
古
屋
大
学
は
理

系
か
ら
文
系
ま
で
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
持
つ
の
が
特
徴
で
、
2
0
1
1
年
秋
に

開
講
。
毎
年
50
名
前
後
の
学
生
が
世
界

中
か
ら
集
ま
り
、
志
願
者
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。
2
0
1
8
年
に
は
G
30
の
講
義

を
一
般
の
日
本
人
学
生
が
受
講
で
き
る

N
U-

E
M
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

り
、
長
期
目
標
は
一
般
日
本
人
学
生
を
海

外
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
院
に
進
学
さ

せ
る
と
し
て
反
響
を
呼
ん
だ
。
2
0
1
9

年
か
ら
環
境
学
研
究
科
の
地
球
環
境
科

学
と
環
境
土
木
工
学
の
コ
ー
ス
が
開
講

し
た
。

日
仏
中
三
大
学
合
同
建
築
・

都
市
設
計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

2
0
0
9
年
パ
リ
・
ヴ
ェ
ル
・
ド
ゥ
・
セ
ー
ヌ

国
立
高
等
建
築
学
校
（
E
N
S
A
P
V
S
）

と
名
古
屋
大
学
間
で
締
結
さ
れ
た
学
術

協
力
・
交
流
協
定
に
基
づ
き
都
市
環
境

学
専
攻
建
築
コ
ー
ス
と
の
間
で
始
ま

る
。
2
0
1
5
年
よ
り
天
津
大
学
建
築

学
院
が
参
加
。
毎
年
4
月
に
名
大
、
9

月
に
パ
リ
で
実
施
。
3
大
学
で
混
成
チ

ー
ム
を
組
ん
で
、
対
象
地
区
の
都
市
デ

ザ
イ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
防
災
や
環
境

保
全
な
ど
幅
広
い
視
点
か
ら
調
査
、
検

討
、
議
論
を
経
て
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
。
学
生
た
ち
は
こ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
言
葉
の
壁

を
越
え
て
共
同
で
設
計
す
る
可
能
性
を

実
感
す
る
。
期
間
は
テ
ー
マ
に
関
す
る

各
校
で
の
事
前
調
査
、
分
析
が
約
1
ヶ

月
、
対
面
式
の
Ｗ
Ｓ
は
約
1
週
間
。

大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業

（
通
称
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
セ
ア
ン
）

A
S
E
A
N
諸
国
等
の
大
学
と
の
間

で
、
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
や
外
国

人
学
生
の
戦
略
的
受
け
入
れ
を
行
う
、

質
の
保
障
を
伴
っ
た
教
育
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
名
古
屋
大
学
は
2
0
1
6
年
、

A
S
E
A
N
と
日
本
を
繋
ぐ
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
基
礎
人
材
」

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
、
経

済
、
法
学
、
国
際
開
発
な
ど
6
研
究
科

と
2
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
立
大
学
、
ハ
ノ
イ
法
科
大
学
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
王
立
農
業
大
学
な
ど
5
か
国
7

大
学
と
連
携
。
単
位
の
相
互
互
換
、
成

績
管
理
等
質
の
保
証
を
伴
っ
た
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
。
環
境
学
研
究

科
は
ラ
オ
ス
国
立
大
学
と
実
施
。

小松 尚 こまつ ひさし

違
い
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
官
公
庁
で
出
世
し

よ
う
と
す
る
と
ド
ク
タ
ー
が
絶
対
必
要
で

す
。
で
す
か
ら
仕
事
を
し
な
が
ら
ド
ク
タ
ー

コ
ー
ス
を
学
べ
る
の
は
本
当
に
レ
ア
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
提
供
し
て
い
る
国
の
方
々
に
は

す
ご
く
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
環
境
学

研
究
科
が
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
ラ
オ
ス
と

モ
ン
ゴ
ル
で
す
が
、
感
じ
る
の
は
非
常
に
学

ぶ
意
欲
が
高
い
こ
と
で
す
。

井
料　

普
通
、
30
歳
半
ば
で
仕
事
を
続
け
な
が

ら
ド
ク
タ
ー
を
と
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と

思
う
ん
で
す
が
。

横
山　

ラ
オ
ス
も
モ
ン
ゴ
ル
も
、
か
つ
て
の
エ
リ

ー
ト
は
ソ
連
や
東
ド
イ
ツ
、
東
欧
の
社
会
主
義

国
に
国
費
留
学
し
ド
ク
タ
ー
を
と
っ
て
省
庁
の

幹
部
に
な
る
の
が
ル
ー
ト
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

れ
が
80
年
代
後
半
に
社
会
主
義
の
体
制
が
壊
れ

西
側
の
援
助
が
入
り
、
西
側
諸
国
に
留
学
す
る

と
い
う
道
が
開
け
て
き
た
。
た
だ
、
現
在
の
30

代
半
ば
か
ら
40
代
の
人
は
ち
ょ
う
ど
狭
間
で
社

会
主
義
国
に
も
西
欧
諸
国
に
も
行
け
な
か
っ
た

世
代
だ
と
思
う
ん
で
す
。

井
料　

そ
う
い
う
意
味
で
は
ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
需
要
の
あ
る
所
に
う
ま
く
マ
ッ

チ
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ん
で
す
ね
。

横
山　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
名
大
で
学
位

を
取
得
し
た
途
上
国
出
身
の
卒
業
生
の
中
に

は
、
大
臣
や
副
大
臣
に
な
っ
て
い
た
り
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
立
大
学
の
学
長
に

な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
実
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
狙
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
よ

う
と
し
て
い
る
国
の
、
特
に
幹
部
候
補
に
名
古

屋
大
学
で
学
位
を
取
得
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
名
古
屋
大
学
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
上
げ

よ
う
と
い
う
こ
と
も
意
図
し
て
い
ま
す
。

井
料　

大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
＊2
も
ラ

オ
ス
で
や
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

横
山　

こ
れ
は
現
地
の
大
学
と
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
環
境
学
の
場
合
、
相
手

は
ラ
オ
ス
国
立
大
学
で
す
。
2
0
1
3
年
度
に

終
了
し
た
G
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
球
学
の

基
礎
・
臨
床
環
境
学
へ
の
展
開
」
が
ラ
オ
ス
で

行
っ
て
い
た
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（O

n-site
R
esearch 

Training

）
を
継
続
す
る
形
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
し
て
い
ま
す
。
時
限
付
き
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
の
で
、
こ
の
後
の
予
算
措
置
は
あ
り
ま

せ
ん
。
継
続
性
の
点
で
は
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
日
本
の
学
生
に
と
っ
て
は
非
常
に
良
い
内

容
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
参
加
者
は
全
員
、
地
球
環
境
科
学
専
攻
の
学

生
で
す
。
〝
地
球
〞
の
学
生
が
ラ
オ
ス
に
行
っ

て
、
自
分
の
専
門
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
農

村
を
調
査
す
る
。
去
年
も
そ
の
前
も
そ
う
で
し

た
。
ま
さ
に
環
境
学
が
め
ざ
す
横
断
型
の
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

井
料　

日
仏
中
三
大
学
の
合
同
建
築
・
都
市
設

計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＊3
も
、
も
う
10
年
続
い
て

い
る
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
10
年
の
経
験
を

通
じ
て
学
生
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
得
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
か
。

小
松　

な
ぜ
10
年
続
い
た
か
を
考
え
る
と
、
ま

ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
の
学
生
に
と
っ
て
日
本

の
建
築
デ
ザ
イ
ン
は
と
て
も
魅
力
的
な
ん
で
す

よ
。
世
界
的
ス
タ
ー
の
建
築
家
も
何
人
も
い
る

し
、
そ
の
作
品
を
見
た
い
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
手

法
や
思
想
を
知
り
た
い
。
そ
れ
を
入
口
に
、
名

古
屋
大
学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
来
る
と
い
う
の

が
一
つ
。
日
本
人
の
学
生
が
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
の

も
同
じ
よ
う
な
理
由
で
す
ね
。
次
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
生
は
別
の
国
で
あ
る
期
間
学
ぶ
こ
と
が
制

度
化
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
時
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
じ
ゃ
な
く
てN

U
PA
CE

（
名
古
屋
大
学
短
期

交
換
留
学
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
来
た
り
す

る
。
彼
ら
は
、
修
士
論
文
の
最
初
の
サ
ー
ベ
イ
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
受
入
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ま
と

め
る
レ
ポ
ー
ト
）
で
や
り
た
い
と
。
そ
れ
は
い
い

サ
イ
ク
ル
で
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
防
災
、
人
口
減

少
な
ど
建
築
や
都
市
の
社
会
背
景
に
関
心
を
持

つ
学
生
も
一
定
人
数
い
て
、
そ
れ
に
応
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
学
生
に
と
っ
て
は
、
今
ま
で
学
ん
で

き
た
こ
と
を
相
対
化
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
日
本
で
学
ん
だ
日
本
の
都
市
や

建
築
の
見
方
が
、
文
化
圏
が
変
わ
っ
た
と
き
に

同
じ
よ
う
に
通
じ
る
か
と
い
う
と
そ
う
じ
ゃ
な

い
。
自
分
が
今
ま
で
学
ん
で
き
た
知
識
や
技
法

で
は
な
か
な
か
解
け
な
い
、
も
し
く
は
共
有
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
学
ぶ
。
す
ぐ
に
答
え
は
出
な
い
で
し
ょ
う

が
、
そ
れ
を
知
る
の
は
非
常
に
大
事
な
こ
と

で
、
そ
れ
が
な
い
と
本
当
の
問
い
が
生
ま
れ
て

こ
な
い
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
や
は

り
日
本
の
中
で
は
な
か
な
か
た
ど
り
着
け
な
い

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
に
意
味
が
あ
る
と
信
じ

て
や
っ
て
き
ま
し
た
し
、
そ
れ
は
学
生
の
間
で

も
代
々
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

井
料　

マ
ー
ク
先
生
、
Ｇ
30　
の
留
学
生
は
ど

う
で
す
か
。

M
a
rc　

日
本
人
学
生
と
留
学
生
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
は
、
N
U-
E
M
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ご
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
は
日
本
人
学
生
が
G
30

の
コ
ー
ス
を
受
講
し
や
す
く
す
る
た
め
の
も
の

で
、
日
本
人
学
生
が
留
学
生
と
接
点
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
英
語
で
の
授
業
も
受
け
ら
れ
る
、

と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

E
M
I
に
は
英
語
で
学
ぶ
日
本
人
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
し
く
み
が
あ
り
ま
す
。
私
は
日
本

人
が
在
籍
し
て
い
る
コ
ー
ス
を
教
え
て
い
た
の

で
す
が
、
日
本
人
学
生
が
英
語
に
つ
い
て
い
け

な
い
と
き
に
、
教
師
は
チ
ュ
ー
タ
ー
（
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
を
一
人
選
ん
で
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常

に
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
英
語
授
業

を
留
学
生
が
日
本
人
学
生
と
1
対
1
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

井
料　

日
本
人
学
生
は
留
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
刺
激
を
受
け
る
で
し
ょ
う
ね
。

M
a
rc　

E
M
I
の
開
始
で
G
30
の
英
語
授
業

を
受
講
す
る
日
本
人
学
生
が
劇
的
に
増
え
ま
し

た
。
か
な
り
人
気
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

今
は
海
外
に
行
け
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
予

想
外
に
増
え
て
い
ま
す
。
E
M
I
は
当
初
は
学

部
の
コ
ー
ス
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は

日
本
留
学
の
入
口
と
し
て
の

国
際
建
築
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

G
30
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

急
増
す
る
日
本
人
学
生

博士（工学）。専門は交通工学。特
に歩行者交通の安全性や快適性
を重視した道路構造や交通制御に
ついて研究。国際環境人材育成プ
ログラムをはじめとする土木系国際
プログラムの運営を担当。

井料 美帆 いりょう みほ

博士(理学)。地質学者。研究分野は
古生物学と堆積学。特に、サンゴ礁
の化石からサンゴ礁の発達と海面
変化・気候変動との関係を研究して
いる。G30プログラムの地球科学
関係のコースを担当。

Marc HUMBLET
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大
学
院
の
コ
ー
ス
も
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

井
料　

じ
ゃ
あ
、
環
境
学
研
究
科
の
学
生
も
受

講
で
き
る
ん
で
す
ね
。

M
a
rc　

も
ち
ろ
ん
！
ぜ
ひ
宣
伝
し
て
く
だ
さ

い
。
私
の
コ
ー
ス
を
英
語
で
受
講
す
る
日
本
人

の
学
生
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
で
す
。

井
料　

環
境
学
研
究
科
に
さ
ら
に
多
く
の
留
学

生
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
、
バ
リ
ア
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
何
で
し
ょ
う

か
。
名
古
屋
大
学
、
環
境
学
研
究
科
に
ぜ
ひ
行

き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
何
が
必
要

で
し
ょ
う
か
。

横
山　

「
世
界
展
開
力
」
は
今
年
度
で
終
わ
る

の
で
、
次
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画

す
る
か
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
参
画
し
、
今
年
で
5
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
途
上
国
支
援
の
よ
う

な
感
じ
で
学
生
を
受
け
入
れ
学
位
を
出
し
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
学
位
を
出
す
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
環
境
学
研
究
科
の
研
究

課
題
と
し
て
展
開
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
積
極
的

な
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
二
ス
テ

ー
ジ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
受
け
入

れ
る
学
生
は
、
か
な
り
具
体
的
な
環
境
問
題
に

興
味
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
モ
ン
ゴ
ル
な
ら
大
気
汚

染
、
水
質
汚
染
。
ラ
オ
ス
だ
と
森
林
の
減
少
や

農
村
開
発
。
そ
れ
ら
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う

学
生
が
た
く
さ
ん
来
る
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た

ち
教
員
は
か
な
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
て
、

日
本
で
解
決
し
た
問
題
も
あ
る
ん
で
す
。
つ
ま

り
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
や

ラ
オ
ス
で
環
境
問
題
を
解
決
す
る
チ
ャ
ン
ス
に

な
る
。
そ
れ
は
教
員
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
実
際
、
地
球
環
境
科
学
専
攻
の
藤
田

耕
史
先
生
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
学
生
と
一
緒
に
調

査
を
し
な
が
ら
学
生
指
導
し
て
、
研
究
を
し

て
、
お
そ
ら
く
学
位
を
出
し
た
後
も
藤
田
先
生

ご
自
身
モ
ン
ゴ
ル
で
氷
河
の
研
究
を
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
第
二
ス
テ
ー
ジ
は
、
学
生
の
受
け

入
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
い
、

も
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
共
同
研
究
に
発
展
で
き

る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
ス
テ
ッ
プ
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
料　

学
生
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
の
研
究
も
ビ
ル
ド
し
て
、
さ
ら
に
進
ん
で

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
小
松
先
生
の
建
築

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
共
同
研
究
に
発
展
す
る
よ

う
な
可
能
性
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

小
松　

実
は
こ
の
4
月
、
名
大
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
3
大
学
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
共
同

研
究
に
向
け
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
宣
言
し
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
滞
っ
て
お

り
、
と
て
も
残
念
で
す
が
、
国
際
的
な
教
育
体

制
は
研
究
体
制
へ
と
進
む
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
自
身
が
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
践
で
思
う
の
は
、
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
海
外
か
ら
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
我
々

は
日
本
で
学
び
た
い
と
い
う
学
生
に
何
が
提
供

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
、
日
本

の
学
問
の
取
り
組
み
方
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
文
脈
の
中
で
使
え
る
も
の

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

建
築
の
分
野
で
い
う
と
、
日
本
は
デ
ザ
イ
ン

の
提
案
力
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
た
め
に

物
事
を
科
学
的
に
と
ら
え
て
考
え
る
姿
勢
が
あ

り
ま
す
。
科
学
性
を
重
視
し
た
、
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ

ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
デ
ザ
イ
ン
や
計
画
の
分

野
で
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
途
上
国
こ
そ
重
要
。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
社
会
実
装
の
実
現
に

は
、
理
論
的
で
緻
密
な
学
術
性
が
必
要
で
、
そ

れ
を
き
ち
ん
と
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
あ
る

種
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
で
き
な
い
か
と
考
え

始
め
て
い
ま
す
。

井
料　

昨
年N

U
GE
LU
P

＊5
が
10
周
年
で
、
卒

業
生
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
招
い
て
講
演
を
し
て

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
の
大
学
で
は
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
輪
講
や
学
術
論
文
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
説
明
し
た
り
批
判
し
た
り
、
評
価
す
る
、

そ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
面
白
い
と
い
う
話
が
出

ま
し
た
。
彼
は
我
々
が
や
っ
て
い
る
研
究
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
国
に
持
っ
て
帰
り
教
え
て
い
る
。

ま
さ
に
日
本
の
手
法
を
母
国
で
展
開
し
て
い
る

ん
で
す
。

横
山　

環
境
問
題
は
批
判
的
に
見
る
と
い
う
視

点
が
特
に
重
要
な
の
で
、
ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
国
家
中
枢
人
材
に
は
、
論

文
を
批
判
的
に
読
む
訓
練
は
欠
か
せ
な
い
で
す

ね
。
小
松
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
式

と
い
う
と
お
か
し
い
で
す
が
、
ど
う
研
究
を
進

め
て
い
く
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
み
た
い
な
も
の

を
き
ち
ん
と
習
得
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
現
地

の
若
い
世
代
に
教
え
て
い
く
。
そ
う
い
う
つ
な

が
り
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

井
料　

マ
ー
ク
先
生
、
何
か
課
題
だ
と
思
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

M
a
rc　

重
要
な
の
は
G
30
も
含
め
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
知
名
度
を
上
げ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
P
R
で
す
ね
。

と
い
う
の
も
留
学
生
は
な
か
な
か
探
し
た
い
情

報
を
見
つ
け
に
く
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
か
ら

で
す
。
研
究
や
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
を
一

ま
と
め
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
、

学
生
は
研
究
グ
ル
ー
プ
が
何
を
し
て
い
て
、
ど

ん
な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
一
目

で
理
解
で
き
ま
す
。

　

最
近
、
環
境
学
研
究
科
の
国
際
交
流
室
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
が
で
き
ま
し
た
ね
。
留
学
生
の
た

め
の
情
報
を
一
元
化
し
た
も
の
で
素
晴
ら
し
い

で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
研
究
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
見
せ
ら
れ
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

横
山　

今
回
集
ま
っ
て
、
初
め
て
わ
か
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
お
互
い

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
教
員
レ
ベ
ル

で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
環
境
学
研
究
科
で
こ
れ
だ
け
国
際

展
開
を
や
っ
て
い
る
こ
と
を
H
P
な
り
で
き
ち

ん
と
紹
介
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
松　

環
境
学
研
究
科
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
ど

う
「
見
え
る
化
」
す
る
か
。
裏
返
せ
ば
、
今
は

届
く
べ
き
と
こ
ろ
に
届
い
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
我
々
で
は
な
く
、
探
し
て
い
る

人
、
漠
然
と
考
え
て
い
る
人
が
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
て
、
発
見
し
や
す
い
入
口
（
ポ
ー
タ
ル
）

を
用
意
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
、
戦
略
的

に
や
ら
な
い
と
、
あ
ま
た
あ
る
国
際
的
な
競
争

相
手
に
負
け
ち
ゃ
う
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
教
育
や
研
究
の
中
身
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
上
手
に
見
せ
る
仕
掛
け―

―

そ
れ
が
大
事
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

横
山　

も
っ
と
関
わ
り
た
い
人
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
ど
う
関
わ
っ
て
い
い

の
か
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

小
松　

そ
し
て
最
終
目
標
が
何
か
と
い
う
こ
と

も
。
大
き
な
視
点
で
見
て
、
名
古
屋
大
学
の
あ

る
種
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
、
方
向
と
い
う
も
の
が

世
界
的
な
標
準
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
す
る
な
ら
、
求
め
ら
れ
る
内
容
や
ク
オ

リ
テ
ィ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
そ
う
い
っ
た
議

論
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

M
a
rc　

環
境
学
研
究
科
は
、
留
学
生
の
注
目

を
集
め
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
世
界
は
ま
す
ま
す
分
断
化
が
進
み
孤

立
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、
異
文
化

を
持
つ
若
者
の
交
流
は
と
て
も
重
要
で
す
。
私

た
ち
の
研
究
科
に
は
、
そ
れ
を
促
進
す
る
ベ
ー

ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
な
議
論

は
、
次
の
戦
略
を
考
え
る
上
で
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

井
料　

そ
う
で
す
ね
。
教
育
は
や
は
り
人
材
育

成
で
す
か
ら
、
卒
業
生
の
活
躍
も
見
据
え
て
長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
我
々
の
リ
ソ
ー
ス
を

う
ま
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
課
題
も
い
く
つ
か
上
が
り
ま

し
た
が
、
本
当
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

多
彩
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ど
う
見
せ
て
い
く
か

共
同
研
究
へ
発
展
す
る

可
能
性

国
際
環
境
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
は
じ
め
世

界
が
直
面
す
る
環
境
問
題
の
解
決
に
向

け
、
総
合
的
に
問
題
を
把
握
・
分
析

し
、
問
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
方

法
を
提
案
で
き
る
環
境
人
材
の
育
成
目

的
に
、
2
0
0
9
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

環
境
学
研
究
科
都
市
環
境
学
専
攻
の
博

士
前
期
課
程
・
後
期
課
程
お
よ
び
工
学

研
究
科
土
木
工
学
専
攻
の
博
士
前
期
課

程
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
る
。
授
業
は

す
べ
て
英
語
。
近
年
は
J
I
C
A
関
連

の
奨
学
金
を
持
っ
た
留
学
生
が
増
加
。

実
務
経
験
が
あ
り
現
地
の
課
題
に
熟
知

す
る
途
上
国
か
ら
の
留
学
生
が
日
本
人

学
生
と
学
ん
で
い
る
。

＊5



大
学
院
の
コ
ー
ス
も
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

井
料　

じ
ゃ
あ
、
環
境
学
研
究
科
の
学
生
も
受

講
で
き
る
ん
で
す
ね
。

M
a
rc　

も
ち
ろ
ん
！
ぜ
ひ
宣
伝
し
て
く
だ
さ

い
。
私
の
コ
ー
ス
を
英
語
で
受
講
す
る
日
本
人

の
学
生
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
で
す
。

井
料　

環
境
学
研
究
科
に
さ
ら
に
多
く
の
留
学

生
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
、
バ
リ
ア
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
何
で
し
ょ
う

か
。
名
古
屋
大
学
、
環
境
学
研
究
科
に
ぜ
ひ
行

き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
何
が
必
要

で
し
ょ
う
か
。

横
山　

「
世
界
展
開
力
」
は
今
年
度
で
終
わ
る

の
で
、
次
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画

す
る
か
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
参
画
し
、
今
年
で
5
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
途
上
国
支
援
の
よ
う

な
感
じ
で
学
生
を
受
け
入
れ
学
位
を
出
し
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
学
位
を
出
す
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
環
境
学
研
究
科
の
研
究

課
題
と
し
て
展
開
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
積
極
的

な
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
二
ス
テ

ー
ジ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
受
け
入

れ
る
学
生
は
、
か
な
り
具
体
的
な
環
境
問
題
に

興
味
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
モ
ン
ゴ
ル
な
ら
大
気
汚

染
、
水
質
汚
染
。
ラ
オ
ス
だ
と
森
林
の
減
少
や

農
村
開
発
。
そ
れ
ら
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う

学
生
が
た
く
さ
ん
来
る
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た

ち
教
員
は
か
な
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
て
、

日
本
で
解
決
し
た
問
題
も
あ
る
ん
で
す
。
つ
ま

り
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
や

ラ
オ
ス
で
環
境
問
題
を
解
決
す
る
チ
ャ
ン
ス
に

な
る
。
そ
れ
は
教
員
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
実
際
、
地
球
環
境
科
学
専
攻
の
藤
田

耕
史
先
生
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
学
生
と
一
緒
に
調

査
を
し
な
が
ら
学
生
指
導
し
て
、
研
究
を
し

て
、
お
そ
ら
く
学
位
を
出
し
た
後
も
藤
田
先
生

ご
自
身
モ
ン
ゴ
ル
で
氷
河
の
研
究
を
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
第
二
ス
テ
ー
ジ
は
、
学
生
の
受
け

入
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
い
、

も
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
共
同
研
究
に
発
展
で
き

る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
ス
テ
ッ
プ
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
料　

学
生
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
の
研
究
も
ビ
ル
ド
し
て
、
さ
ら
に
進
ん
で

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
小
松
先
生
の
建
築

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
共
同
研
究
に
発
展
す
る
よ

う
な
可
能
性
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

小
松　

実
は
こ
の
4
月
、
名
大
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
3
大
学
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
共
同

研
究
に
向
け
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
宣
言
し
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
滞
っ
て
お

り
、
と
て
も
残
念
で
す
が
、
国
際
的
な
教
育
体

制
は
研
究
体
制
へ
と
進
む
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
自
身
が
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
践
で
思
う
の
は
、
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
海
外
か
ら
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
我
々

は
日
本
で
学
び
た
い
と
い
う
学
生
に
何
が
提
供

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
、
日
本

の
学
問
の
取
り
組
み
方
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
文
脈
の
中
で
使
え
る
も
の

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

建
築
の
分
野
で
い
う
と
、
日
本
は
デ
ザ
イ
ン

の
提
案
力
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
た
め
に

物
事
を
科
学
的
に
と
ら
え
て
考
え
る
姿
勢
が
あ

り
ま
す
。
科
学
性
を
重
視
し
た
、
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ

ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
デ
ザ
イ
ン
や
計
画
の
分

野
で
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
途
上
国
こ
そ
重
要
。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
社
会
実
装
の
実
現
に

は
、
理
論
的
で
緻
密
な
学
術
性
が
必
要
で
、
そ

れ
を
き
ち
ん
と
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
あ
る

種
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
で
き
な
い
か
と
考
え

始
め
て
い
ま
す
。

井
料　

昨
年N

U
GE
LU
P

＊5
が
10
周
年
で
、
卒

業
生
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
招
い
て
講
演
を
し
て

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
の
大
学
で
は
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
輪
講
や
学
術
論
文
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
説
明
し
た
り
批
判
し
た
り
、
評
価
す
る
、

そ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
面
白
い
と
い
う
話
が
出

ま
し
た
。
彼
は
我
々
が
や
っ
て
い
る
研
究
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
国
に
持
っ
て
帰
り
教
え
て
い
る
。

ま
さ
に
日
本
の
手
法
を
母
国
で
展
開
し
て
い
る

ん
で
す
。

横
山　

環
境
問
題
は
批
判
的
に
見
る
と
い
う
視

点
が
特
に
重
要
な
の
で
、
ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
国
家
中
枢
人
材
に
は
、
論

文
を
批
判
的
に
読
む
訓
練
は
欠
か
せ
な
い
で
す

ね
。
小
松
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
式

と
い
う
と
お
か
し
い
で
す
が
、
ど
う
研
究
を
進

め
て
い
く
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
み
た
い
な
も
の

を
き
ち
ん
と
習
得
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
現
地

の
若
い
世
代
に
教
え
て
い
く
。
そ
う
い
う
つ
な

が
り
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

井
料　

マ
ー
ク
先
生
、
何
か
課
題
だ
と
思
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

M
a
rc　

重
要
な
の
は
G
30
も
含
め
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
知
名
度
を
上
げ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
P
R
で
す
ね
。

と
い
う
の
も
留
学
生
は
な
か
な
か
探
し
た
い
情

報
を
見
つ
け
に
く
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
か
ら

で
す
。
研
究
や
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
を
一

ま
と
め
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
、

学
生
は
研
究
グ
ル
ー
プ
が
何
を
し
て
い
て
、
ど

ん
な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
一
目

で
理
解
で
き
ま
す
。

　

最
近
、
環
境
学
研
究
科
の
国
際
交
流
室
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
が
で
き
ま
し
た
ね
。
留
学
生
の
た

め
の
情
報
を
一
元
化
し
た
も
の
で
素
晴
ら
し
い

で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
研
究
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
見
せ
ら
れ
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

横
山　

今
回
集
ま
っ
て
、
初
め
て
わ
か
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
お
互
い

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
教
員
レ
ベ
ル

で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
環
境
学
研
究
科
で
こ
れ
だ
け
国
際

展
開
を
や
っ
て
い
る
こ
と
を
H
P
な
り
で
き
ち

ん
と
紹
介
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
松　

環
境
学
研
究
科
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
ど

う
「
見
え
る
化
」
す
る
か
。
裏
返
せ
ば
、
今
は

届
く
べ
き
と
こ
ろ
に
届
い
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
我
々
で
は
な
く
、
探
し
て
い
る

人
、
漠
然
と
考
え
て
い
る
人
が
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
て
、
発
見
し
や
す
い
入
口
（
ポ
ー
タ
ル
）

を
用
意
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
、
戦
略
的

に
や
ら
な
い
と
、
あ
ま
た
あ
る
国
際
的
な
競
争

相
手
に
負
け
ち
ゃ
う
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
教
育
や
研
究
の
中
身
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
上
手
に
見
せ
る
仕
掛
け―

―

そ
れ
が
大
事
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

横
山　

も
っ
と
関
わ
り
た
い
人
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
ど
う
関
わ
っ
て
い
い

の
か
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

小
松　

そ
し
て
最
終
目
標
が
何
か
と
い
う
こ
と

も
。
大
き
な
視
点
で
見
て
、
名
古
屋
大
学
の
あ

る
種
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
、
方
向
と
い
う
も
の
が

世
界
的
な
標
準
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
す
る
な
ら
、
求
め
ら
れ
る
内
容
や
ク
オ

リ
テ
ィ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
そ
う
い
っ
た
議

論
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

M
a
rc　

環
境
学
研
究
科
は
、
留
学
生
の
注
目

を
集
め
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
世
界
は
ま
す
ま
す
分
断
化
が
進
み
孤

立
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、
異
文
化

を
持
つ
若
者
の
交
流
は
と
て
も
重
要
で
す
。
私

た
ち
の
研
究
科
に
は
、
そ
れ
を
促
進
す
る
ベ
ー

ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
な
議
論

は
、
次
の
戦
略
を
考
え
る
上
で
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

井
料　

そ
う
で
す
ね
。
教
育
は
や
は
り
人
材
育

成
で
す
か
ら
、
卒
業
生
の
活
躍
も
見
据
え
て
長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
我
々
の
リ
ソ
ー
ス
を

う
ま
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
課
題
も
い
く
つ
か
上
が
り
ま

し
た
が
、
本
当
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

多
彩
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ど
う
見
せ
て
い
く
か

共
同
研
究
へ
発
展
す
る

可
能
性

国
際
環
境
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
は
じ
め
世

界
が
直
面
す
る
環
境
問
題
の
解
決
に
向

け
、
総
合
的
に
問
題
を
把
握
・
分
析

し
、
問
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
方

法
を
提
案
で
き
る
環
境
人
材
の
育
成
目

的
に
、
2
0
0
9
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

環
境
学
研
究
科
都
市
環
境
学
専
攻
の
博

士
前
期
課
程
・
後
期
課
程
お
よ
び
工
学

研
究
科
土
木
工
学
専
攻
の
博
士
前
期
課

程
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
る
。
授
業
は

す
べ
て
英
語
。
近
年
は
J
I
C
A
関
連

の
奨
学
金
を
持
っ
た
留
学
生
が
増
加
。

実
務
経
験
が
あ
り
現
地
の
課
題
に
熟
知

す
る
途
上
国
か
ら
の
留
学
生
が
日
本
人

学
生
と
学
ん
で
い
る
。
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地
球
温
暖
化
を
中
心
と
す
る
気
候
変
動
の

議
論
は
、
国
際
的
に
はIPC

C

｜
国
連
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（Inter-

governm
entalPanelon

Clim
ate
Chan-

ge

）
｜
を
軸
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
と
く
に
温
暖
化
に
関
す
る
科
学
的
な
側

面
は
、IPC

C

の
第
1
作
業
部
会
（W

G1

）

で
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
、W

CR
P

｜
世
界
気
候
研
究
計
画
（W

orld
Clim

ate 
Research

Program
m
e

）
が
主
導
す
る
、

C
M
IP

｜
結
合
モ
デ
ル
相
互
比
較
計
画

（Coupled
M
odel

Inter-com
parison

Project

）
の
貢
献
が
大
き
い
。
こ
のM

IP

（
モ
デ
ル
相
互
比
較
）
実
験
で
は
、
世
界
の

複
数
の
研
究
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に

開
発
し
た
数
値
モ
デ
ル
（
気
候
モ
デ
ル
）
に

よ
る
計
算
結
果
を
提
出
し
、
そ
れ
ら
を
平
均

す
る
こ
と
で
、
温
暖
化
に
関
す
る
も
っ
と
も

確
度
の
高
い
知
見
・
予
測
を
得
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
。

　

最
近
のCM

IP6

（CM
IP 6th phase

）

で
は
、
数
十
〜
50
の
個
別
気
候
モ
デ
ル
が
参

加
し
、
日
本
か
ら
は
気
象
庁
／
気
象
研
究
所

のM
R
I

モ
デ
ル
、
お
よ
び
東
大
・
国
立
環
境

研
究
所
・
海
洋
研
究
開
発
機
構
等
が
共
同
開

発
し
て
い
るM

IRO
C

モ
デ
ル
が
参
加
し
て

い
る
（
筆
者
は
と
く
にM

IRO
C

モ
デ
ル
中

の
、
化
学
反
応
・
エ
ア
ロ
ゾ
ル
部
分
の
開

発
・
実
験
を
担
当
し
て
い
る
）
。CM

IP6

実

験
に
は
、
20
以
上
の
派
生M

IP

実
験
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
行
中
で
あ
り
、
た
と
え
ば
火

山
噴
火
影
響
に
特
化
し
たVolM

IP

、
古
気

候
に
着
目
す
るPM

IP

、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
大

気
化
学
を
主
眼
と
す
るA

erChem
M
IP

な

ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
のM

IP

実
験
に
お
い
て

も
、
複
数
の
モ
デ
ル
計
算
結
果
を
平
均
す
る

こ
と
で
、
気
候
変
動
推
定
・
予
測
に
つ
い
て

の
統
一
的
な
結
論
や
、
バ
ラ
つ
き
・
不
確
定

性
を
得
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
温
暖
化
の
再
現
・
予
測
実
験
に
お
い

て
は
、
た
と
え
同
一
の
デ
ー
タ
・
条
件
（
温
室

効
果
気
体
濃
度
・
排
出
量
な
ど
）
を
入
力
し

た
と
し
て
も
、
計
算
の
特
性
は
、
気
候
モ
デ

ル
に
よ
り
千
差
万
別
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
実
験
上
の
人
為
ミ
ス
の
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
上
述
の
よ
う
なM

IP

実
験
で
民
主
主

義
的
に
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
有
効
で
あ
る

（
た
だ
し
、
正
解
と
は
限
ら
な
い
）
。

　

本
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
2
0
2
0
年
7

月
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

未
だ
長
い
尾
を
引
い
て
い
る
。
今
回
の
コ
ロ

ナ
騒
動
が
、C

O
2

や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
・
大
気
汚

染
物
質
の
変
動
を
介
し
て
、
今
後
の
気
候
・

温
暖
化
に
与
え
る
影
響
を
推
定
し
よ
う
と
い

う
目
的
で
、C

O
V
ID
-19

に
関
す
るM

IP

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
上

述
し
た
各
種M

IP

も
含
め
、
そ
の
主
導
役
の

ほ
と
ん
ど
は
欧
州
や
米
国
の
研
究
者
で
あ

り
、
日
本
に
お
け
る
、
温
暖
化
関
連
の
モ
デ

ル
研
究
の
層
が
比
較
的
薄
い
こ
と
が
伺
え

る
。
国
際
貢
献
的
に
は
、M

IP

実
験
の
よ
う

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
す
る
よ
う
な
人
材

が
日
本
か
ら
も
多
数
出
て
く
る
こ
と
が
理
想

的
で
は
あ
ろ
う
が
、
人
材
不
足
な
ど
が
大
き

な
障
壁
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
上
述
の
よ
う
な
民

主
主
義
的
活
動
（M

IPs

）
に
適
度
に
関
わ

り
つ
つ
、
一
方
で
、
独
創
性
の
あ
る
研
究
を

展
開
し
て
い
く
他
に
道
は
な
く
、
筆
者
も
、

個
別
の
モ
デ
ル
研
究
に
お
い
て
、
い
か
に
独

自
の
研
究
が
追
求
で
き
る
か
、
煩
悶
す
る
毎

日
を
送
っ
て
い
る
。

　

筆
者
が
専
門
と
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
の
耐
震
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
か
つ
持
続

可
能
な
社
会
基
盤
環
境
を
構
築
す
る
上
で
極

め
て
重
要
で
す
。
我
が
国
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
建
築
物
の
耐
震
設
計
法
は
過
去
に
経

験
し
た
数
多
く
の
地
震
被
害
と
と
も
に
改
訂

が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
の
設
計
法
に
お
け
る
実
用
上
の
問

題
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
破
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理

論
的
な
解
明
に
お
い
て
は
課
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

の
高
性
能
化
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
設
計

で
は
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
課
題
も
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
・

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、
建
築
物
の
維
持

管
理
な
ど
が
課
題
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
我

が
国
の
将
来
を
見
据
え
、
耐
久
性
や
修
復

性
、
靭
性
に
優
れ
た
大
地
震
後
も
継
続
し
て

使
用
で
き
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
建
築
物
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
は
我
が
国
の
み
な
ら
ず
他

国
に
お
い
て
も
今
後
顕
在
化
し
て
く
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
我
が
国
の
建
築
構
造
分
野
に
お

け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
の
設
計
方
法

は
、
諸
外
国
の
も
の
と
は
異
な
る
独
自
の
も

の
と
し
て
構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
世
界
で

優
れ
た
耐
震
設
計
法
と
し
て
の
地
位
を
確
立

し
て
き
ま
し
た
が
、
米
国
や
欧
州
の
設
計
規

準
に
基
づ
く
設
計
法
を
採
用
し
て
い
る
諸
外

国
の
研
究
者
と
の
知
見
の
共
有
は
乏
し
く
、

こ
れ
ま
で
は
設
計
上
の
観
点
か
ら
の
情
報
交

換
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
で
は
新
し
い
知
見
を
獲
得
す
る
た

め
に
大
規
模
な
構
造
実
験
を
実
施
す
る
必
要

性
が
出
て
き
た
こ
と
な
ど
が
契
機
と
な
り
、

他
国
の
研
究
者
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
構
造
実
験
で

は
、
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
や
費
用
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
研
究
の
合
理
化
と
成
果

の
最
大
化
を
目
指
し
、
諸
外
国
の
研
究
者
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
一
般
的
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
の
地
震
時
応
答
や
地
震
後
の
残
余

耐
震
性
能
を
構
造
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
す
る
試
み
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
の
大
型
震
動
台
実
験
な
ど
で
、
米

国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
研
究
者
と
連
携
を
深
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
拡
大
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

も
加
速
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
各

国
の
研
究
者
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世

界
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
物
の
合
理

的
な
設
計
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
一
層
安

全
・
安
心
な
社
会
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

氷河の行く末を予測する
地球環境科学専攻　気候科学講座　藤田 耕史 教授

MIPs
地球環境科学専攻　気候科学講座　須藤 健悟 教授

氷河の行く末を予測する
地球環境科学専攻　気候科学講座　藤田 耕史 教授

鉄筋コンクリート造建築物の設計法の高度化
都市環境学専攻　建築構造システム講座　日比野 陽 准教授

今
回
の
テ
ー
マ
は　

環
境
学
の
国
際
展
開

環
境
学
の

未
来
予
測

専門は鉄筋コンクリート構造
と耐震設計。鉄筋コンクリート
構造の耐震性能向上や鉄筋コ
ンクリート造建築物の耐震設
計法の高度化に関する研究な
どに取り組んでいる。

日比野 陽

環
境
学
の

未
来
予
測
VO L . 2 7

地
球
・
都
市
・
社
会
3
つ
の

視
点
で
「
こ
れ
か
ら
」
を

考
え
ま
す
。

東京大学理学部卒業、同大学院博士課程
修了。専門は大気科学・大気化学。全地球
規模の大気組成や気候の変動シミュレーシ
ョン、とくに大気汚染物質の全球分布や気
候変動の再現・予測、および温暖化抑制策
の模索を行ったり、行わなかったりしている。

須藤 健悟



　

地
球
温
暖
化
を
中
心
と
す
る
気
候
変
動
の

議
論
は
、
国
際
的
に
はIPC

C

｜
国
連
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（Inter-

governm
entalPanelon

Clim
ate
Chan-

ge

）
｜
を
軸
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
と
く
に
温
暖
化
に
関
す
る
科
学
的
な
側

面
は
、IPC

C

の
第
1
作
業
部
会
（W

G1

）

で
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
、W

CR
P

｜
世
界
気
候
研
究
計
画
（W

orld
Clim

ate 
Research

Program
m
e

）
が
主
導
す
る
、

C
M
IP

｜
結
合
モ
デ
ル
相
互
比
較
計
画

（Coupled
M
odel

Inter-com
parison

Project

）
の
貢
献
が
大
き
い
。
こ
のM

IP

（
モ
デ
ル
相
互
比
較
）
実
験
で
は
、
世
界
の

複
数
の
研
究
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に

開
発
し
た
数
値
モ
デ
ル
（
気
候
モ
デ
ル
）
に

よ
る
計
算
結
果
を
提
出
し
、
そ
れ
ら
を
平
均

す
る
こ
と
で
、
温
暖
化
に
関
す
る
も
っ
と
も

確
度
の
高
い
知
見
・
予
測
を
得
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
。

　

最
近
のCM

IP6

（CM
IP 6th phase

）

で
は
、
数
十
〜
50
の
個
別
気
候
モ
デ
ル
が
参

加
し
、
日
本
か
ら
は
気
象
庁
／
気
象
研
究
所

のM
R
I

モ
デ
ル
、
お
よ
び
東
大
・
国
立
環
境

研
究
所
・
海
洋
研
究
開
発
機
構
等
が
共
同
開

発
し
て
い
るM

IRO
C

モ
デ
ル
が
参
加
し
て

い
る
（
筆
者
は
と
く
にM

IRO
C

モ
デ
ル
中

の
、
化
学
反
応
・
エ
ア
ロ
ゾ
ル
部
分
の
開

発
・
実
験
を
担
当
し
て
い
る
）
。CM

IP6

実

験
に
は
、
20
以
上
の
派
生M

IP

実
験
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
行
中
で
あ
り
、
た
と
え
ば
火

山
噴
火
影
響
に
特
化
し
たVolM

IP

、
古
気

候
に
着
目
す
るPM

IP

、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
大

気
化
学
を
主
眼
と
す
るA

erChem
M
IP

な

ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
のM

IP

実
験
に
お
い
て

も
、
複
数
の
モ
デ
ル
計
算
結
果
を
平
均
す
る

こ
と
で
、
気
候
変
動
推
定
・
予
測
に
つ
い
て

の
統
一
的
な
結
論
や
、
バ
ラ
つ
き
・
不
確
定

性
を
得
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
温
暖
化
の
再
現
・
予
測
実
験
に
お
い

て
は
、
た
と
え
同
一
の
デ
ー
タ
・
条
件
（
温
室

効
果
気
体
濃
度
・
排
出
量
な
ど
）
を
入
力
し

た
と
し
て
も
、
計
算
の
特
性
は
、
気
候
モ
デ

ル
に
よ
り
千
差
万
別
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
実
験
上
の
人
為
ミ
ス
の
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
上
述
の
よ
う
なM

IP

実
験
で
民
主
主

義
的
に
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
有
効
で
あ
る

（
た
だ
し
、
正
解
と
は
限
ら
な
い
）
。

　

本
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
2
0
2
0
年
7

月
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

未
だ
長
い
尾
を
引
い
て
い
る
。
今
回
の
コ
ロ

ナ
騒
動
が
、C

O
2

や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
・
大
気
汚

染
物
質
の
変
動
を
介
し
て
、
今
後
の
気
候
・

温
暖
化
に
与
え
る
影
響
を
推
定
し
よ
う
と
い

う
目
的
で
、C

O
V
ID
-19

に
関
す
るM

IP

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
上

述
し
た
各
種M

IP

も
含
め
、
そ
の
主
導
役
の

ほ
と
ん
ど
は
欧
州
や
米
国
の
研
究
者
で
あ

り
、
日
本
に
お
け
る
、
温
暖
化
関
連
の
モ
デ

ル
研
究
の
層
が
比
較
的
薄
い
こ
と
が
伺
え

る
。
国
際
貢
献
的
に
は
、M

IP

実
験
の
よ
う

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
す
る
よ
う
な
人
材

が
日
本
か
ら
も
多
数
出
て
く
る
こ
と
が
理
想

的
で
は
あ
ろ
う
が
、
人
材
不
足
な
ど
が
大
き

な
障
壁
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
上
述
の
よ
う
な
民

主
主
義
的
活
動
（M

IPs

）
に
適
度
に
関
わ

り
つ
つ
、
一
方
で
、
独
創
性
の
あ
る
研
究
を

展
開
し
て
い
く
他
に
道
は
な
く
、
筆
者
も
、

個
別
の
モ
デ
ル
研
究
に
お
い
て
、
い
か
に
独

自
の
研
究
が
追
求
で
き
る
か
、
煩
悶
す
る
毎

日
を
送
っ
て
い
る
。

　

筆
者
が
専
門
と
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
の
耐
震
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
か
つ
持
続

可
能
な
社
会
基
盤
環
境
を
構
築
す
る
上
で
極

め
て
重
要
で
す
。
我
が
国
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
建
築
物
の
耐
震
設
計
法
は
過
去
に
経

験
し
た
数
多
く
の
地
震
被
害
と
と
も
に
改
訂

が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
の
設
計
法
に
お
け
る
実
用
上
の
問

題
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
破
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理

論
的
な
解
明
に
お
い
て
は
課
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

の
高
性
能
化
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
設
計

で
は
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
課
題
も
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
・

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、
建
築
物
の
維
持

管
理
な
ど
が
課
題
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
我

が
国
の
将
来
を
見
据
え
、
耐
久
性
や
修
復

性
、
靭
性
に
優
れ
た
大
地
震
後
も
継
続
し
て

使
用
で
き
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
建
築
物
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
は
我
が
国
の
み
な
ら
ず
他

国
に
お
い
て
も
今
後
顕
在
化
し
て
く
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
我
が
国
の
建
築
構
造
分
野
に
お

け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
の
設
計
方
法

は
、
諸
外
国
の
も
の
と
は
異
な
る
独
自
の
も

の
と
し
て
構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
世
界
で

優
れ
た
耐
震
設
計
法
と
し
て
の
地
位
を
確
立

し
て
き
ま
し
た
が
、
米
国
や
欧
州
の
設
計
規

準
に
基
づ
く
設
計
法
を
採
用
し
て
い
る
諸
外

国
の
研
究
者
と
の
知
見
の
共
有
は
乏
し
く
、

こ
れ
ま
で
は
設
計
上
の
観
点
か
ら
の
情
報
交

換
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
で
は
新
し
い
知
見
を
獲
得
す
る
た

め
に
大
規
模
な
構
造
実
験
を
実
施
す
る
必
要

性
が
出
て
き
た
こ
と
な
ど
が
契
機
と
な
り
、

他
国
の
研
究
者
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
構
造
実
験
で

は
、
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
や
費
用
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
研
究
の
合
理
化
と
成
果

の
最
大
化
を
目
指
し
、
諸
外
国
の
研
究
者
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
一
般
的
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
の
地
震
時
応
答
や
地
震
後
の
残
余

耐
震
性
能
を
構
造
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
す
る
試
み
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
の
大
型
震
動
台
実
験
な
ど
で
、
米

国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
研
究
者
と
連
携
を
深
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
拡
大
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

も
加
速
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
各

国
の
研
究
者
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世

界
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
物
の
合
理

的
な
設
計
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
一
層
安

全
・
安
心
な
社
会
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

氷河の行く末を予測する
地球環境科学専攻　気候科学講座　藤田 耕史 教授

MIPs
地球環境科学専攻　気候科学講座　須藤 健悟 教授

氷河の行く末を予測する
地球環境科学専攻　気候科学講座　藤田 耕史 教授

鉄筋コンクリート造建築物の設計法の高度化
都市環境学専攻　建築構造システム講座　日比野 陽 准教授

今
回
の
テ
ー
マ
は　

環
境
学
の
国
際
展
開

環
境
学
の

未
来
予
測

専門は鉄筋コンクリート構造
と耐震設計。鉄筋コンクリート
構造の耐震性能向上や鉄筋コ
ンクリート造建築物の耐震設
計法の高度化に関する研究な
どに取り組んでいる。

日比野 陽

環
境
学
の

未
来
予
測
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地
球
・
都
市
・
社
会
3
つ
の

視
点
で
「
こ
れ
か
ら
」
を

考
え
ま
す
。

東京大学理学部卒業、同大学院博士課程
修了。専門は大気科学・大気化学。全地球
規模の大気組成や気候の変動シミュレーシ
ョン、とくに大気汚染物質の全球分布や気
候変動の再現・予測、および温暖化抑制策
の模索を行ったり、行わなかったりしている。

須藤 健悟



　

私
の
専
門
は
社
会
学
で
す
。
社
会
学
は
環

境
学
か
ら
距
離
の
あ
る
学
問
領
域
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
社
会
学
が
想
定

す
る
「
社
会
」
に
は
自
然
が
含
ま
れ
て
い
な

い
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。
自
然
を
研
究
す

る
の
は
自
然
科
学
で
、
社
会
（
科
）
学
は
自

然
と
は
峻
別
さ
れ
る
社
会
に
研
究
対
象
を
限

定
す
べ
き
、
と
い
っ
た
科
学
方
法
論
的
な
発

想
が
根
っ
こ
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
環

境
問
題
が
深
刻
化
し
、
大
規
模
災
害
が
頻
発

す
る
よ
う
に
な
っ
た
近
年
に
な
っ
て
、
よ
う

や
く
社
会
学
も
社
会
を
自
然
と
の
関
係
に

お
い
て
捉
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
周
回
遅
れ
の
感
は
免
れ
ま

せ
ん
。

　

私
は
名
古
屋
大
学
に
赴
任
し
て
以
降
、
ス

マ
ト
ラ
地
震
の
復
興
に
関
す
る
調
査
に
関
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
事

情
か
ら
、
何
を
ど
う
研
究
し
て
い
い
の
や
ら

大
い
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
環
境
学

研
究
科
で
初
め
て
経
験
し
た
学
際
的
な
共
同

調
査
は
刺
激
的
で
、
社
会
学
と
い
う
研
究
領

域
を
相
対
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

意
味
で
視
野
が
広
が
っ
た
の
か
な
と
現
在
で

は
勝
手
に
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
マ
ト
ラ
地
震
の
被
災
地
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ア
チ
ェ
を
訪
れ
て
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
あ
れ
だ
け
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
後
の
防
災
が
ほ
と
ん

ど
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本
を

は
じ
め
海
外
か
ら
の
援
助
で
立
派
な
防
災
セ

ン
タ
ー
、
避
難
ビ
ル
が
い
く
つ
も
建
て
ら
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
用
さ
れ
て
い

る
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災

後
、
熱
心
に
防
災
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
る

日
本
の
東
北
被
災
地
と
は
大
き
な
違
い
で

す
。
し
か
し
実
際
の
災
害
復
興
過
程
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
果
た
し
た
役
割
は
、
東
北
よ
り

も
ア
チ
ェ
の
方
が
ず
っ
と
大
き
か
っ
た
。
ア

チ
ェ
で
は
防
災
訓
練
こ
そ
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
日
々
の
生
活
上
の
つ
な
が
り
が
防

災
や
復
興
の
資
源
と
し
て
活
用
で
き
た
。
そ

れ
に
対
し
て
日
本
で
は
防
災
が
機
能
的
に
特

化
さ
れ
、
生
活
上
の
営
み
か
ら
分
離
し
て
い

る
印
象
を
受
け
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

日
本
的
な
防
災
が
先
進
的
モ
デ
ル
と
し
て
み

な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
、

い
さ
さ
か
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
ア
チ
ェ
で
も
最
近
に
な
っ
て
開
発

が
進
み
、
内
陸
の
水
田
地
帯
に
住
宅
が
立
ち

並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
防
災
と

い
う
点
で
ど
う
い
っ
た
意
味
を
も
つ
こ
と
に

な
る
の
か
、
調
査
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
調
査
を
続

け
る
中
で
、
「
持
続
性
学
」
と
「
安
心
・
安
全

学
」
は
一
体
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
痛

感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
環
境
学
に
遅

れ
て
や
っ
て
き
た
社
会
学
が
両
者
の
媒
介
的

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

環
境
学
の

未
来
予
測

専門は地域社会学、災害社会
学。社会学の観点から、自然災
害の社会的発生因や災害復
興の地域差の解明に取り組ん
でいる。

室井 研二

途上国の災害から考える

社会環境学専攻 社会学講座　室井 研二 准教授理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　地球温暖化問題、食の安全安心、風車と騒音、原発問
題、最近ならば新型コロナウイルス対策･･･。授業で議論す
るテーマは多岐にわたります。でも、根底を流れる問いは

「科学に問うことはできるが、科学だけでは答えられない問題」に私たち
はいかに向き合うべきか、です。
　学生は、自分の興味やテーマに沿った文献を複数選び批評する機会と自身の研究に
ついて話す計２回の発表の場があります。大学卒業したての日本人、留学生、社会人ら
さまざまな立場の学生が、自身の経験や文化的背景をもとに熱い議論を交わします。科
学技術の進化が引き起こす社会問題は、関係する人やモノが広大で、将来予測が難し
く、取り返しのつかない事態を起こすこともあります。直面する難問に、学生たちは頭を抱
えてしまいます。そんな時、ニコニコ静かに聞いていた先生は、こんがらがった私たちの
議論を解きほぐし、「科学と社会」について考えるヒントを与えてくれます。

　科学技術なくして成り立たない現代社会。さまざまな技術が私たちの生活とともにあって、

多大な利便性をもたらしている。しかし同時にリスクも伴う。そうした科学技術と社会の境界

領域を扱うのが科学技術社会論。「技術を取り入れるときの、社会的な影響を考えていきま

す」と丸山先生。

　課題は狭い意味でのリスクだけではなく、社会のあり方そのものに及ぶこともある。例えば

医療技術。人工呼吸器や出生前診断など技術が進むことで選択が迫られ、医療を継続する

か放棄するか意思決定にゆだねられることになる。例えば農業。環境への影響が懸念される

が、一方で食料の生産性を飛躍的に向上させた。例えば自動運転技術。人間が運転するよ

り安全なレベルまで進んでいるが、究極の場面で歩行者を守るか運転者を守るか、どうプロ

グラミングするのか。科学技術は常に倫理的、法的、社会的な問題を突きつけると語る。

　ゼミでは、持続可能な社会を実現するうえで欠かせない科学技術の可能性と、社会的に

制御する方策について、具体的な事例をもとに、データと論証に基づきディスカッションする。

新型コロナウイルスも最新のテーマに。「科学に不確実性があることを前提として、自粛や都

市封鎖をどう意思決定するのか。科学的な議論とは何かを考える機会になった」。

　４月から続いているリモート授業では、日本に戻れなくなった留学生も母国から、これまで通

り参加する。リモートのメリットを感じながらも、身体を介在させず大勢の人とつながるネットワ

ークは、これからどんな問題が出てくるのだろうと、丸山先生は言う。これからの社会に生きる

学生たちに気づきを促している。

問う問う学に学「科「科科
はいかに向き合うべきか でい に 合 べ か

境界境界会の境会の境術と社術と社学技術学技術た科学た科学そうしたそうしたそそそ た 学 術 境

す」

いきまいきまえていえていを考えを考え影響影響会的な会的な、社会、社会ときの、ときの、れるとれると取り入れ取り入れ術を取術を取「技術「技術会論。会論。術社会術社会学技術学技術が科学が科学領域を扱うのが領域を扱うのが域 扱 が 学 術 会 術 取 れ と 、 会 な を え い

や都や都自粛や自粛やして、して前提と前提ととを前とを前あるこあるこ性があ性があ確実性確実性に不確に不確「科学「科学マに。「マに「テーマテ マ新のテ新のテスも最スも最イルスイルス新型コロナウイ新型コロナウイ型 イ ス 新 テ マ 「 学 確 性 あ と 前 や

た」。た」。なったなった機会に機会にえる機える機を考えを考えは何かは何か論とは論とはな議論な議論科学的科学的か。科か。科るのかるのか決定す決定す意思決意思決市封鎖をどう意市封鎖をどう意封 を 意 決 す か 科 な 論 は え 機 た

丸山先生

社会環境学専攻



　

私
の
専
門
は
社
会
学
で
す
。
社
会
学
は
環

境
学
か
ら
距
離
の
あ
る
学
問
領
域
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
社
会
学
が
想
定

す
る
「
社
会
」
に
は
自
然
が
含
ま
れ
て
い
な

い
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。
自
然
を
研
究
す

る
の
は
自
然
科
学
で
、
社
会
（
科
）
学
は
自

然
と
は
峻
別
さ
れ
る
社
会
に
研
究
対
象
を
限

定
す
べ
き
、
と
い
っ
た
科
学
方
法
論
的
な
発

想
が
根
っ
こ
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
環

境
問
題
が
深
刻
化
し
、
大
規
模
災
害
が
頻
発

す
る
よ
う
に
な
っ
た
近
年
に
な
っ
て
、
よ
う

や
く
社
会
学
も
社
会
を
自
然
と
の
関
係
に

お
い
て
捉
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
周
回
遅
れ
の
感
は
免
れ
ま

せ
ん
。

　

私
は
名
古
屋
大
学
に
赴
任
し
て
以
降
、
ス

マ
ト
ラ
地
震
の
復
興
に
関
す
る
調
査
に
関
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
事

情
か
ら
、
何
を
ど
う
研
究
し
て
い
い
の
や
ら

大
い
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
環
境
学

研
究
科
で
初
め
て
経
験
し
た
学
際
的
な
共
同

調
査
は
刺
激
的
で
、
社
会
学
と
い
う
研
究
領

域
を
相
対
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

意
味
で
視
野
が
広
が
っ
た
の
か
な
と
現
在
で

は
勝
手
に
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
マ
ト
ラ
地
震
の
被
災
地
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ア
チ
ェ
を
訪
れ
て
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
あ
れ
だ
け
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
後
の
防
災
が
ほ
と
ん

ど
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本
を

は
じ
め
海
外
か
ら
の
援
助
で
立
派
な
防
災
セ

ン
タ
ー
、
避
難
ビ
ル
が
い
く
つ
も
建
て
ら
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
用
さ
れ
て
い

る
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災

後
、
熱
心
に
防
災
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
る

日
本
の
東
北
被
災
地
と
は
大
き
な
違
い
で

す
。
し
か
し
実
際
の
災
害
復
興
過
程
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
果
た
し
た
役
割
は
、
東
北
よ
り

も
ア
チ
ェ
の
方
が
ず
っ
と
大
き
か
っ
た
。
ア

チ
ェ
で
は
防
災
訓
練
こ
そ
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
日
々
の
生
活
上
の
つ
な
が
り
が
防

災
や
復
興
の
資
源
と
し
て
活
用
で
き
た
。
そ

れ
に
対
し
て
日
本
で
は
防
災
が
機
能
的
に
特

化
さ
れ
、
生
活
上
の
営
み
か
ら
分
離
し
て
い

る
印
象
を
受
け
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

日
本
的
な
防
災
が
先
進
的
モ
デ
ル
と
し
て
み

な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
、

い
さ
さ
か
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
ア
チ
ェ
で
も
最
近
に
な
っ
て
開
発

が
進
み
、
内
陸
の
水
田
地
帯
に
住
宅
が
立
ち

並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
防
災
と

い
う
点
で
ど
う
い
っ
た
意
味
を
も
つ
こ
と
に

な
る
の
か
、
調
査
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
調
査
を
続

け
る
中
で
、
「
持
続
性
学
」
と
「
安
心
・
安
全

学
」
は
一
体
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
痛

感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
環
境
学
に
遅

れ
て
や
っ
て
き
た
社
会
学
が
両
者
の
媒
介
的

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

環
境
学
の

未
来
予
測

専門は地域社会学、災害社会
学。社会学の観点から、自然災
害の社会的発生因や災害復
興の地域差の解明に取り組ん
でいる。

室井 研二

途上国の災害から考える

社会環境学専攻 社会学講座　室井 研二 准教授理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　地球温暖化問題、食の安全安心、風車と騒音、原発問
題、最近ならば新型コロナウイルス対策･･･。授業で議論す
るテーマは多岐にわたります。でも、根底を流れる問いは

「科学に問うことはできるが、科学だけでは答えられない問題」に私たち
はいかに向き合うべきか、です。
　学生は、自分の興味やテーマに沿った文献を複数選び批評する機会と自身の研究に
ついて話す計２回の発表の場があります。大学卒業したての日本人、留学生、社会人ら
さまざまな立場の学生が、自身の経験や文化的背景をもとに熱い議論を交わします。科
学技術の進化が引き起こす社会問題は、関係する人やモノが広大で、将来予測が難し
く、取り返しのつかない事態を起こすこともあります。直面する難問に、学生たちは頭を抱
えてしまいます。そんな時、ニコニコ静かに聞いていた先生は、こんがらがった私たちの
議論を解きほぐし、「科学と社会」について考えるヒントを与えてくれます。

　科学技術なくして成り立たない現代社会。さまざまな技術が私たちの生活とともにあって、

多大な利便性をもたらしている。しかし同時にリスクも伴う。そうした科学技術と社会の境界

領域を扱うのが科学技術社会論。「技術を取り入れるときの、社会的な影響を考えていきま

す」と丸山先生。

　課題は狭い意味でのリスクだけではなく、社会のあり方そのものに及ぶこともある。例えば

医療技術。人工呼吸器や出生前診断など技術が進むことで選択が迫られ、医療を継続する

か放棄するか意思決定にゆだねられることになる。例えば農業。環境への影響が懸念される

が、一方で食料の生産性を飛躍的に向上させた。例えば自動運転技術。人間が運転するよ

り安全なレベルまで進んでいるが、究極の場面で歩行者を守るか運転者を守るか、どうプロ

グラミングするのか。科学技術は常に倫理的、法的、社会的な問題を突きつけると語る。

　ゼミでは、持続可能な社会を実現するうえで欠かせない科学技術の可能性と、社会的に

制御する方策について、具体的な事例をもとに、データと論証に基づきディスカッションする。

新型コロナウイルスも最新のテーマに。「科学に不確実性があることを前提として、自粛や都

市封鎖をどう意思決定するのか。科学的な議論とは何かを考える機会になった」。

　４月から続いているリモート授業では、日本に戻れなくなった留学生も母国から、これまで通

り参加する。リモートのメリットを感じながらも、身体を介在させず大勢の人とつながるネットワ

ークは、これからどんな問題が出てくるのだろうと、丸山先生は言う。これからの社会に生きる

学生たちに気づきを促している。

問う問う学に学「科「科科
はいかに向き合うべきか でい に 合 べ か

境界境界会の境会の境術と社術と社学技術学技術た科学た科学そうしたそうしたそそそ た 学 術 境

す」

いきまいきまえていえていを考えを考え影響影響会的な会的な、社会、社会ときの、ときの、れるとれると取り入れ取り入れ術を取術を取「技術「技術会論。会論。術社会術社会学技術学技術が科学が科学領域を扱うのが領域を扱うのが域 扱 が 学 術 会 術 取 れ と 、 会 な を え い

や都や都自粛や自粛やして、して前提と前提ととを前とを前あるこあるこ性があ性があ確実性確実性に不確に不確「科学「科学マに。「マに「テーマテ マ新のテ新のテスも最スも最イルスイルス新型コロナウイ新型コロナウイ型 イ ス 新 テ マ 「 学 確 性 あ と 前 や

た」。た」。なったなった機会に機会にえる機える機を考えを考えは何かは何か論とは論とはな議論な議論科学的科学的か。科か。科るのかるのか決定す決定す意思決意思決市封鎖をどう意市封鎖をどう意封 を 意 決 す か 科 な 論 は え 機 た

丸山先生

社会環境学専攻
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名大さんが行く 27

　イランからの留学生、Marjanさんの研究テーマは、主に中高生の子どもた

ちの交通行動。このテーマを選んだきっかけは、SDGsのターゲット11.2や

国連の子どもの権利条約を知ったからだと言います。生活の中でさまざまな

交通手段を利用して行動する子どもたち。それが生活の質（QOL）にどんな

影響を与えるのか、日本の農村部において調査したいと考えています。調査

方法としては、フォーカス・グループ・ディスカッション、アンケート調査、旅行

日誌による交通パターンの収集などを用いています。

　もともと日本への留学に強いイメージはなかったと言うMarjanさん。けれ

どもこの学際的な研究を掘り下げるための指導教官を探していたところ、出

会ったのが加藤博和先生。

　「受け入れてもらってラッキーでした。来日して環境学研究科のことを知

り、ほかの学際的・横断的な研究にも携わることができました」。この2年間

でさまざまな分野の知識を深め、多くのことを学び、研究とともに自分自身も

成長したとMarjanさん。それこそが研究の醍醐味だと言います。

　Marjanさんの日常に溶け込む研究室、自転車で出かける鶴舞公園、住ん

でいる町の何気ない風景、充実した留学生活を満喫する一方、将来につい

ては「人生は一度きり。研究は続けますが、将来はどこに行くか・・・。居心地

のいい場所から抜け出して未知の場所、未知の出会いを求めていきたい」。

でも今は、研究室での仲間との議論や、その後も夜中まで続いたおしゃべり

の時間が再び訪れることを願っています。
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編集後記●
　環境学研究科は、留学してきた学生自身が「こんなに留学生がいるとは思わなかった」と言うほど国際色豊かで、日本人学生もよい
刺激を受けているように思います。今回の特集「環境学の国際展開」では、教育と研究それぞれの側面から国際化の様相に触れてみ
ました。新型コロナウィルスの影響で他国との行き来もままならなくなっている渦中ですが、環境学の対象が極めてグローバルであり、
今後のウィズコロナ、アフターコロナ社会の持続可能性を考える上でも、国際的な繋がりの中での教育・研究が不可欠であることを改
めて実感しました。ご協力いただきました先生方、どうもありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　   （井料 美帆）

【環・39号　広報委員会】　
井料 美帆（環３9号編集委員長）

室井 研二（広報委員長）

淺原 良浩

坂井 亜規子

宮脇 勝

香坂 玲

山岡 耕春

特集●環境学の国際展開




